
 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

３６日間の夏休みを終えた子どもたちが登校し、学校に活気が戻ってきました。 

コロナ禍あけですが、一学期終業式と同様、校内ＴＶで始業式をおこないました。地球温暖化による気候

の変化からか厳しい暑さが続くなか、子どもたちの体力面の課題等を考慮し、ＴＶ始業式に切り替えまし

た。 

二学期は、スポーツの秋、読書の秋、芸術の秋、食欲の秋といわれるように一年の中で最も過ごしやすい

季節です。 

学校行事も多く、校外学習を始め、宿泊行事、ESD学習発表会、ESD作品展、そして150周年式典等の

行事を予定しています。 

そのような中で、 
 

▴Learning to know ！    知ることを学ぶ  

  

‣Learning to do  ！     なすことを学ぶ 

 

‣Learning to live together．Learning to with others！（他者と）共に生きることを学ぶ  
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‣Learning to be  ！     人間として生きることを学ぶ 
 

 

学校行事に限らず、日々の学校生活の様々な場面で、新田版4つの学びを大事にして、友達と力を合わ

せ、あきらめず、最後まで精一杯がんばりぬいてほしいです。 

長い二学期です。子どもたちは、それぞれの学年における様々な活動場面で、おおいに活躍してくれるも

のと期待しています。 
   

                   説明する力の育成 
 

  

 

毎日の生活の中で、何かしら気になったり、気が付いたりすることがよくあります。そのような場面に接

したとき、タブレット等で接写し簡単な説明を加え友達に伝えてみる、という体験を積むと、聞き手の反応

をみながら、もっとこうすればわかりやすく伝えることができるのではないかという、振り返り（自己調

整）の経験を重ねていくことができます。また同時に伝える力も向上していきます。 

学校では、EDS教育活動において、子どもたちの伝える場面を大切にしながら伝える力を高めていきた

いと考えています。 
 

 

 

 

七月下旬から八月中旬にかけて、天気予報では「きけんな暑さ」がTV画面に表示されて

いることが多かったです。また、戦後最高の暑さとも言われました。まだまだ厳しい残暑が

続いています。熱中症対策にはくれぐれも気をつけてください。 

 学校では教育活動全般において、適度な休憩を取り水分補給をしながら進めていきます。 



お家でもお子さんの普段の様子をみて、体調の悪い時等は担任までお知らせください。 

 

 

 

 
 

 

三年振りに新田地区の「敬老の集い」が新田南小学校を会場に開催されます。 

 今年度は、新田小学校と新田南小学校の児童の参加は見合わせ、地域の皆様のご出演による歌や踊りなど

が披露される予定です。コロナ禍で催しを開催することは難しかったのですが、人が集い、つながり、楽し

いひと時を過ごせることはステキなことだなと改めて思います。 

 

          日 時  令和５年（2023年）9月16日（土） 

               １３：００～１５：００ 

           場 所  豊中市立新田南小学校体育館 
 

 

４つの疑問と4つの自問 
 

今年も、情報教育の一環で、講師の先生をお招きし、児童、教職員を対象にしたスマホの正しい使い方等

に関する学習会を行う予定です。 

一人一台のＧＩＧＡ端末が整備されて以降、端末を日常的に活用し子どもたちの意欲的な取組みが次々と

生まれています。 こうした中、今度は、生成ＡＩが登場してきました。これまで以上に社会のデジタル化



は加速しており、教育の在り方にも大きな影響を及ぼすことが見込まれています。 

改めて、高度な情報化社会を迎えようとしている今、正しい情報の取り扱いについて学習し、コミュニケ

ーション・スキルをしっかり身につけなければならないと痛感しています。 

そもそも、子どもたちのコミュニケーション・スキルの基にあるのは、主として、「発言力」「表現力」

「受容力」の三つです。 

子どもたちの世界で、情報の受け止め方や発し方に関わるこれら３つの力を高めしっかり身に着けていか

なければ、集団生活に必要なコミュニケーションが低下し、様々な混乱の要因になるかもしれません。 

それを食い止めるためには情報のキャッチボールが人と人の間でできるように教育することが求められて

ます。それは、情報というボールをエラーせずしっかり受け止めることです。 

そのために４つのギモン＆４つのジモンの習得が必要だとされています。 
 

・まだわからないよね？ 

・事実かな、意見印象かな？ 

・他の見え方もないかな？ 

・隠れているものはないかな？ 

 

・何を伝えたいの？ 

・決めつけてないかな？ 

・キズつけてないかな？ 

・これで伝わるかな？ 
 

情報化社会で生きる私たち、大人も子どもも含む一人一人が、これらのチェックポイントをしっかり意識

し、情報に振り回されにようにメディアリテラシーを習得しなければならないのではないでしょうか。 

４つのギモン 

４つのジモン 


